私立大学図書館協会西地区部会九州地区協議会

2006（平成18）年度第2回定例幹事会議事録

１．日　　時　　2006（平成18）年12月8日（金）　13：15～15：15

２．会　　場　　西南女学院大学図書館　会議室

３．日　　程　　

（1） 開会の言葉

（2） 幹事館挨拶

（3） 議長選出

（4） 資料確認

（5） 出席者自己紹介

（6） 協議事項

１）2006年度九州地区協議会総会の報告について

２）2007年度九州地区協議会総会実施計画（案）について

３）2006年度九州地区協議会・研究会の会計報告について

４）西地区研究会の本会からの研究発表者の発掘について

５）九州地区協議会HP及びMLの運用について

６）2007年度九州地区大学図書館協議会の私立大学部会の表彰委員館・編集委員館の

選出について

７）その他

（7） 確認事項

１）本会関係の次年度以降の役員校・当番校について

議　　事

（1） 開会の言葉

　　　　　 　岡村晴夫九州東海大学付属図書館図書課長から、開会の挨拶がなされた。

（2） 幹事館挨拶

　　　　　  　　　　　   幹事館（2007年度九州地区協議会総会当番校）の大里文人西南女学院大学図書館長

から、挨拶がなされた。

（3） 議長選出

　　　   　　九州地区協議会幹事会内規により、九州地区理事校の岡村晴夫九州東海大学付属図書

館図書課長が選出された。

（4） 資料確認

         九州東海大学から、配布資料の確認がなされた。

（5） 出席者自己紹介

　　　   出席者による自己紹介が、それぞれなされた。（下記資料参照）

	地区別・職務上

内規第3条による
	大　学　名
	役　職　名
	氏　　名

	福岡北部
	近畿大学

産業理工学部
	職員
	杉　元　秀　樹

	福岡南部
	福岡工業大学
	図書係長
	坂　本　祥　嗣

	九州中部
	平成音楽大学
	図書課長
	徳　岡　順　子

	九州南部
	沖縄国際大学
	図書館次長
	新　川　宣　安

	九州地区理事校
	九州東海大学
	図書課長

課長補佐
	岡　村　晴　夫

板　東　　弘

	内規第3条第2号による出席

［次期理事校］
	福岡大学
	図書課長
	髙　木　秀　人

	内規第3条第3号による出席

［2006年度協議会当番校］
	鹿児島国際大学
	事務長補佐
	山　下　友　司

	内規第3条第3号による出席

［2007年度協議会当番校］
	西南女学院大学
	図書館長

図書課長

書記
	大　里　文　人

友　枝　伸　一

浜　田　美　紀


　　　

　　

（6） 協議事項

１）2006年度九州地区協議会総会の報告について

      鹿児島国際大学から、資料をもとに2006年度九州地区協議会総会について、事務処理等を中心に説明がなされた。

　　　　　 ２）2007年度九州地区協議会総会実施計画（案）について

　　　　         西南女学院大学から、資料をもとに2007年度九州地区協議会総会実施計画（案）

               について、変更点を中心に説明がなされ、原案どおり了承された。

　　　　　　　 （主な変更点）

・懇親会は、3（国・公・私）部会での合同開催。私立短大部会は別開催。

・懇親会費は、合同開催する他部会に合わせて5,500円とする。

           ３）2006年度九州地区協議会・研究会の会計報告について

                 鹿児島国際大学及び九州東海大学から、資料をもとに2006年度九州地区協議会・

研究会の決算報告書について、それぞれ説明がなされ了承された。なお、協議会総会繰越金の取り扱いについては、次期担当校に引き継ぐ旨、報告がなされた。また、領収証の発行手続きについて意見が出された。

           ４）西地区研究会の本会からの研究発表者の発掘について

                 九州東海大学から、研究発表者の推薦方法について説明がなされ、研究発表者の発掘に努めることが確認された。

           ５）九州地区協議会HP及びMLの運用について

                 九州東海大学から、資料をもとに九州地区協議会HP及びMLの運用について報告

がなされた。また、2007・2008年度の技術支援担当者を福岡大学の野口秀実氏に依頼している旨、報告がなされた。　

６）2007年度九州地区大学図書館協議会の私立大学部会の表彰委員館・編集委員館の

選出について

                 九州東海大学から、2007年度九州地区大学図書館協議会の私立大学部会の表彰委

               員館及び編集委員館に、久留米工業大学及び九州女子大学をそれぞれ選出したい旨

               提案がなされ、了承された。なお、次年度総会時に決議を行う旨、あわせて了承さ

               れた。

７）その他

　　             九州東海大学から、協議会総会と研究会への交付金を、元々の配分額にこだわらず柔軟に使用できるようにしてはどうかとの提案がなされた。協議の結果、年度毎に理事校及び各当番校で相談の上、交付金を再配分して使用することが了承された。

　　（７）確認事項

１）本会関係の次年度以降の役員校・当番校について

      九州東海大学より、資料をもとに本会関係の次年度以降の役員校・当番校につい

    て確認がなされた。

以　上

（記録：西南女学院大学図書館）
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